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・平成 29年度北の国・森林づくり技術交流発表会
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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
30
年
２
月
６
日
及
び

７
日
の
２
日
間
、
森
林
・
林
業
に
関
わ
る
技
術
情
報
等
の
交

換
を
図
る
た
め
、
「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表

会
」
を
北
海
道
大
学
学
術
交
流
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
は
部
門
ご
と
に
「
森
林
技
術
部
門
」
19
課
題
、
「
森

林
保
全
部
門
」
10
課
題
、
「
森
林

ふ
れ
あ
い
部
門
」
９
課
題
の
計
38

課
題
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
林
管
理
局
署
の
職
員
等
が
日
常

業
務
の
中
で
取
り
組
ん
だ
技
術
開

発
成
果
の
ほ
か
北
海
道
の
職
員
や

市
町
村
職
員
、
学
生
等
に
よ
る

取
組
事
例
や
研
究
成
果
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
発
表
と
し
て
森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支

所
、
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
北
海
道
育
種

場
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
林
業
試
験
場
及
び
林
産
試
験

場
か
ら
４
課
題
、
北
海
道
森
林
管
理
局
森
林
技
術
・
支
援
セ

ン
タ
ー
及
び
無
人
航
空
機
活
用
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
か
ら
取
組
状
況
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
旭
川
家
具
工

業
協
同
組
合
理
事
長
渡
辺
直
行
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
で
延
べ
約
５
５
０
名
の
来
場
者
の
中
、
発
表
で
は

各
地
域
で
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
と
し
て
、
「
日
高
地
域
に

お
け
る
搬
出
間
伐
（
列
状
）
の
普
及
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
、
「
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
事
業
実
施
か
ら
３
年
目

を
迎
え
～
捕
獲
事
業
の
経
過
と
課
題
～
」
、
「
地
域
住
民
に

親
し
み
愛
さ
れ
る
、
身
近
な
レ
ク
森
を
目
指
し
て
」
な
ど
の

課
題
が
発
表
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
各
課
題
に
対
し
て
多
く
の

質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
旭
川
農
業
高
等
学
校
の
高
校
生
か
ら
の
発

表
の
ほ
か
、
札
幌
市
立
定
山
渓
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
大
人

顔
負
け
の
素
晴
ら
し
い
発
表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
感
心
し

き
り
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

（
技
術
普
及
課
）

ここの木の家具・北海道プロジェクト 
～道産材の有効活用と旭川家具の未来～ 

旭川家具工業協同組合 

理事長 渡辺 直行 氏 

特別講演 

（写真：札幌市立定山渓中学校と石狩地域森林ふれあい推進センターによる発表） 

新島森林管理局長の 
開会挨拶 

平成２９年度 

北の国・森林づくり技術交流発表会 
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★奨励賞

c
 
★局長賞（最優秀賞）

【森林ふれあい部門】 【森林技術部門】 【森林保全部門】 

エゾシカ捕獲事業実施から３年目

を迎え～捕獲事業の経過と課題～ 

（日高南部森林管理署） 

日高地域における搬出間伐（列状）の

普及推進に向けた取り組みについて

（日高北部森林管理署・ 

日高振興局森林室平取事務所） 

地域住民に親しみ愛される、 

身近なレク森を目指して 

（十勝西部森林管理署・芽室町役場） 

★局長賞（優秀賞）

【森林ふれあい部門】 【森林技術部門】 【森林保全部門】 

コドモリ箱でさらにつながる

「森」と「人」 

（北海道旭川農業高等学校） 

レブンアツモリソウ保護・増殖

についての一考察 

（宗谷森林管理署・ 

礼文町高山植物培養センター） 

森林施業の省力化・低コスト化 

に向けて 

（石狩森林管理署） 

森林景観を活かした観光資源の

創出事業の取り組みについて 

（十勝西部森林管理署東大雪支

署・鹿追町役場） 

奥尻島における森林環境教育

への取り組みについて 

（檜山森林管理署） 

森林調査へのドローンの活用

と可能性の考察について 

（渡島森林管理署） 

エゾシカが林床植生へ

与える影響 

（北海道大学農学院） 

寿都地域森林整備推進協定に基づく

取り組みと今後の展開について 

（後志森林管理署・寿都町役場） 

【森林保全部門】 

森林管理のＩＣＴ化に向けて 

～森林事務所のＱＧＩＳ活用方法～ 

（網走西部森林管理署西紋別支署） 

【森林技術部門】 

生き物いっぱい！夢いっぱい！ 

～身近な森で保全を考える～ 

（石狩地域森林ふれあい推進セン

ター・札幌市立定山渓中学校）

【森林ふれあい部門】 
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北海道森林管理局長

新島 俊哉

こ
の
た
び
、
１
月

11
日
付
け

で
北
海
道
森
林
管
理
局
長
を
拝

命
し
ま
し
た
新
島
で
す
。

北
海
道
で
の
勤
務
は
、
平
成

５
年
４
月
か
ら
平
成
９
年
３
月

に
か
け
て
、
当
時
の
北
見
営
林

支
局
管
内
で
留
辺
蘂
営
林
署

長
、
支
局
企
画
調
整
室
長
を
務

め
て
以
来
、
21
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。

そ
の
間
、
北
海
道
の
森
林
資

源
は
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
等

の
人
工
林
を
中
心
に
充
実
し
、

国
有
林
の
人
工
林
の
蓄
積
で
み

れ
ば
、
こ
の

２０
年
間
で
倍
増
す

る
な
ど
、
本
格
的
な
利
用
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の

国
民
が
国
土
の
保
全
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
等
森
林
の
有
す
る

公
益
的
機
能
の
発
揮
に
期
待
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
有

林
と
し
て
は
公
益
重
視
の
管
理

経
営
を
一
層
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
た
こ
と
で
、
昨

今
、
森
林
を
「
経
済
財
」
と
し

て
の
み
捉
え
る
傾
向
が
強
く
な

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
が
、
森
林
は
重
要
な
「
環
境

財
」
で
も
あ
り
、
そ
の
資
源
は

決
し
て
無
尽
蔵
に
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を

十
分
に
踏
ま
え
、
多
様
で
健
全

な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
後
森
林
を
資
源
と

し
て
有
効
利
用
す
る
た
め
収
穫

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
伐
採
後
の
再
造
林
を
確
実

に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
我

が
国
で
は
、
か
つ
て
第
二
次
世

界
大
戦
直
後
、
山
に
森
林
が
十

分
に
な
か
っ
た
時
代
に
大
規
模

な
風
水
害
が
集
中
し
て
発
生
し

ま
し
た
。
森
林
の
育
成
に
は
長

期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
確

実
に
再
造
林
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
森
林
を
早
期
に
回
復
さ

せ
、
山
地
災
害
防
止
機
能
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

再
造
林
を
進
め
る
上
で
カ
ギ

と
な
る
の
は
、
コ
ス
ト
の
低
減

で
す
。
国
有
林
で
は
現
在
、
伐

採
と
造
林
を
一
貫
し
て
進
め
る

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
、
下
刈
り

作
業
の
機
械
化
等
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
私

ど
も
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源

を
フ
ル
活
用
し
、
特
に
新
し
い

技
術
に
つ
い
て
は
リ
ス
ク
を
と

っ
て
、
ま
ず
私
ど
も
が
積
極
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
民

有
林
の
関
係
者
に
普
及
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
森
林
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
植
栽
だ

け
で
な
く
、
天
然
更
新
を
積
極

的
に
採
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
か
つ
て
北
海
道
で
は
、
ト

ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
の
北

方
系
の
針
葉
樹
と
ミ
ズ
ナ
ラ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の
広
葉
樹

が
混
ざ
っ
た
天
然
生
の
針
広
混

交
林
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

国
有
林
が
目
指
す
森
林
づ
く
り

は
、
人
工
林
を
こ
う
し
た
針
広

混
交
林
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
森

林
に
教
え
を
請
う
」
と
い
う
姿

勢
で
、
山
の
声
に
耳
を
か
た
む

け
、
山
の
や
り
た
い
と
い
う
方

向
に
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
考
え
で
す
。

近
年
、
短
時
間
強
雨
の
発
生

頻
度
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
、
山
地
災
害
の
発
生
リ
ス
ク

が
一
層
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
多

様
な
森
林
づ
く
り
等
を
通
じ
た

予
防
的
対
策
に
加
え
、
万
が
一

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

国
有
林
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
民
有
林
で
あ
っ
て
も
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
被
害
状
況
調
査
や
地
元
自

治
体
等
へ
の
技
術
的
な
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
特
に
初
動
段
階
に
お

い
て
、
早
期
復
旧
に
向
け
た
迅

速
か
つ
積
極
的
な
対
応
を
行
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

私
ど
も
北
海
道
森
林
管
理
局

は
、
国
有
林
と
い
う
森
林
を
政

策
の
手
段
と
し
て
、
地
域
の
安

全
・
安
心
や
地
域
の
振
興
の
た

め
に
一
生
懸
命
汗
を
流
し
、
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織

と
な
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

取
組
を
進
め
て
行
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
長

着
任
あ
い
さ
つ

● 略  歴  ●

昭和 60 年 3 月   農工大(院)修了  
平成 05 年 4 月   留辺蘂営林署長  
平成 07 年４月   北見営林支局企画調整室長  
平成 25 年 7 月   林野庁整備課長  
平成 27 年 8 月   林野庁経営企画課長  
平成 28 年 4 月   中部森林管理局長  
平成 30 年 1 月   北海道森林管理局長  

4



根
釧
西
部
森
林
管
理
署
で
管

理
し
て
い
る
森
林
面
積
は
、
約

１８
万
２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
香
川

県
と
同
じ
面
積
）
あ
り
、
そ
の
う

ち
苗
木
を
植
栽
し
て
育
て
た
人

工
林
の
面
積
は
、
約
５
万
７
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
釧

路
地
域
で
伐
採
や
植
栽
等
を
実

施
す
る
森
林
は
、
比
較
的
平
坦
な

地
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
工
林
も
収
穫
期
を
迎

え
て
き
て
お
り
、
主
伐
後
、
再
び

苗
木
を
植
栽
す
る
仕
事
も
増
加

し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

苗
木
の
植
栽
後
は
苗
木
の
生

長
を
促
進
す
る
た
め
４
～
６
年

間
下
刈
り
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

近
年
、
そ
の
作
業
を
担
う
造
林
の

労
働
力
は
減
少
し
て
お
り
、
拡
大

す
る
造
林
事
業
の
担
い
手
不
足

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

人
力
作
業
が
大
半
を
占
め
る

造
林
作
業
で
は
、
酷
暑
の
中
で
の

作
業
等
の
労
力
を
軽
減
す
る
「
軽

労
化
」
の
推
進
が
急
務
で
す
。

伐
採
作
業
で
は
、
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
に
よ
り
、
人
力
作
業

が
大
幅
に
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
造
林
作
業
の
「
軽
労

化
」
は
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
と
こ

ろ
に
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。当

署
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
開
催

し
た
「
下
刈
り
作
業
の
機
械
化
テ

ス
ト
」
や
、
「
先
進
造
林
機
械
に

よ
る
再
造
林
技
術
検
討
会
」
（
い

ず
れ
も
北
海
道
森
林
管
理
局
と

振
興
局
（
北
海
道
）
が
共
催
）
で

は
、
造
林
作
業
の
機
械
化
＝
軽
労

化
に
向
け
て
、
先
進
的
な
取
組
を

紹
介
し
ま
し
た
。

根
釧
西
部
森
林
管
理
署
も
、
振

興
局
や
根
釧
東
部
森
林
管
理
署

と
連
携
を
図
る
中
、
今
年
度
「
合

同
現
地
検
討
会
」
を
二
度
開
催
し

ま
し
た
。

第
一
回
目
は
、
６
月
に
「
効
率

的
な
地
拵
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
実

施
し
た
現
地
検
討
会
で
は
、
昨
年

か
ら
始
め
た
大
型
機
械
を
使
っ

た
サ
サ
の

根
茎
除
去

に
よ
る
地

拵
え
の
事

業
地
を
３

箇
所
み
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

現
地
で

は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
取
り
付
け
ら

れ
た
グ
ラ
ッ
プ
ル
レ
ー
キ
等

様
々
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
よ

る
地
拵
え
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
地
拵
え
処
理
に
よ
り
、
植

栽
後
の
サ
サ
類
の
伸
長
を
抑
制

し
、
下
刈
り
回
数
を
２
年
程
減
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

第
二
回
目
の
検
討
会
で
は
、

「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
と
は
、
主

伐
か
ら
造
林
の
作
業
を
一
体
的

に
行
う
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
大
型
機
械
地
拵
え
等
の

活
用
に
よ
り
、
従
来
の
方
法
に
比

べ
、
コ
ス
ト
お
よ
び
労
働
投
入
量

の
縮
減
に
繋
が
り
ま
す
。

検
討
会
で
は
、
「
サ
サ
の
根
茎

を
剥
い
だ
地
拵
え
に
よ
っ
て
、
植

栽
後
何
年
間
の
下
刈
り
が
不
要

に
な
る
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が

あ
る
な
ど
、
今
後
の
経
過
に
つ
い

て
関
心
が
高
く
、
さ
ら
な
る
現
地

検
討
会
の
開
催
を
求
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

管
内
で
は
、
主
伐
期
を
迎
え
た

人
工
林
が
多
く
な
り
、
そ
の
後
苗

木
を
植
栽
す
る
面
積
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
応

じ
て
下
刈
り
の
必
要
な
箇
所
は

年
々
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

一
方
、
造
林
事
業
の
現
場
に
お

い
て
は
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な

状
況
に
あ
り
、
い
ち
早
い
作
業
の

軽
労
化
に
繋
が
る
機
械
の
開

発
・
導
入
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。釧

根
地
域
は
、
施
業
地
が
平
坦

な
と
こ
ろ
が
多
く
、
大
型
機
械
等

に
よ
る
作
業
が
比
較
的
容
易
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
造
林
作
業
の

機
械
化
の
情
報
発
信
基
地
」
と
な

る
よ
う
な
取
組
を
振
興
局
と
連

携
を
図
り
進
め
る
考
え
で
す
。

乗車式草刈り機のテスト（弟子屈町）

（

弟子屈町）

乗車式草刈り機のテスト（弟子屈町） 

第 1 回合同現地検討会意見交換会（釧路市）

（

弟子屈町）

乗車式草刈り機のテスト（弟子屈町） 

第 1 回合同現地検討会（標茶町）

（

弟子屈町）

乗車式草刈り機のテスト（弟子屈町） 
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旭
川
森
林
事
務
所
は
、
北
海

道
の
ほ
ぼ
中
央
、
大
雪
山
や
石

狩
川
等
の
自
然
と
都
市
機
能
が

調
和
し
た
旭
川
市
に
位
置
し
、

旭
川
市
約
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

鷹
栖
（
た
か
す
）
町
約
１
千
５

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
は
、
石
狩
川
や
支
流

の
江
丹
別
川
・
オ
サ
ラ
ッ
ペ
川

の
上
流
域
に
位
置
し
て
お
り
、

市
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

や
生
活
に
必
要
な
水
や
空
気
、

流
域
に
生
息
す
る
動
植
物
を
育

む
役
割
や
、
約
３５
万
人
の
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

地
域
課
題
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ

ス
材
を
含
む
木
材
の
安
定
供
給

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度

は
小
中
径
木
・
原
料
材
主
体
林

分
を
対
象
と
し
た
シ
ス
テ
ム
販

売
協
定
に
よ
る
間
伐
を
実
行
中

で
す
。

 

豊
か
な
森
林
資
源
と
も
の
づ

く
り
に
志
を
高
く
持
つ
人
材
を

有
す
る
旭
川
市
は
、
世
界
に
知

ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た

「
旭
川
家
具
」
の
生
産
地
（
日

本
五
大
家
具
産
地
の
う
ち
の
一

つ
）
で
す
。

こ
の
森
林
を
次
の
世
代
に
確

実
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
た
め

の
取
組
と
し
て
旭
川
農
業
高
校

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ
や
山
の
仕
事
説
明
会
に

お
け
る
林
業
に
関
す
る
講
演
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 

ま
た
、
旭
川
市
を
は
じ
め
と

す
る
林
業
関
係
団
体
等
に
よ
る

「
木
の
町
あ
さ
ひ
か
わ
木
育
を

進
め
る
会
」
の
活
動
と
し
て
、

親
子
・
保
育
士
等
を
対
象
と
し

た
樹
木
博
士
認
定
会
の
開
催
、

保
育
園
へ
本
物
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
を
届
け
、
木
を
感
じ
、

森
に
つ
い
て
考
え
・
行
動
し
て

も
ら
う
た
め
の
取
組
も
行
っ
て

い
ま
す
。

嵐
山
・
神
居
自
然
休
養
林
は
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
聖
地
・
紅
葉
の

名
所
「
神
居
古
潭
（
カ
ム
イ
コ

タ
ン
）
地
区
」
、
季
節
の
花
々

が
美
し
い
、
カ
タ
ク
リ
の
名
所

「
嵐
山
地
区
」
そ
し
て
、
文
人
・

三
浦
綾
子
の
「
氷
点
」
の
舞
台

と
も
な
っ
た
「
外
国
樹
種
見
本

林
地
区
」
の
３
地
区
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
自
然
休
養
林
内

は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
市
民

等
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
外
国
樹
種
見
本
林

に
お
い
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
協
働
し
た
遊
歩
道
へ
の
チ

ッ
プ
撒
き
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

市
民
団
体
か
ら
見
学
会
の
講
師

依
頼
を
受
け
、
当
署
職
員
が
見

本
林
の
歴
史
や
樹
種
を
解
説
し

ま
し
た
。

       

「
え
？
旭
川
に
森
林
っ
て
あ

る
の
？
森
林
事
務
所
っ
て
？
森

林
官
っ
て
何
し
て
る
の
？
」
多

く
の
方
か
ら
、
よ
く
聞
く
声
で

す
。私

の
目
標
は
、
地
域
住
民
の

方
々
に
森
林
管
理
署
や
国
有
林

の
存
在
と
役
割
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、「
森
林
を
管
理
し
、

木
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
」
を

伝
え
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
行
政
（
市
町

や
北
海
道
）
、
研
究
機
関
、
森

林
施
業
を
行
う
森
林
組
合
等
林

業
事
業
体
、
森
林
所
有
者
と
の

関
係
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

１０
年
後
・
１
０
０
年
後
を
見

据
え
、
地
域
林
業
の
活
性
化
・

地
域
振
興
に
資
す
る
た
め
、
一

歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

上川中部森林管理署 

旭川森林事務所 

森林官 中嶋 佑輔 

こ ん に ち は 森林官です! 

職場の仲間と 
(右から二人目が筆者)

地
域
の
顔
＝
森
林
官
と
し
て

木
の
町
あ
さ
ひ
か
わ
と
木
育

嵐
山
・
神
居
自
然
休
養
林

森
林
事
務
所
の
所
在
地
と

管
轄
区
域

管
轄
区
域
の
概
要

クリスマスツリーを旭川市立神楽保育所へ提供
（29 年 11 月 30 日） 

神居古潭と神居岩（左上） 

森林組合職員研修会にて 
森林官業務について講演  
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今
回
は
、
知
床
世
界
自
然
遺
産

地
域
科
学
委
員
会
の
下
に
設
置

さ
れ
た
会
議
の
一
つ
「
エ
ゾ
シ

カ
・
ヒ
グ
マ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
で
主
に
取
り
組
ん
で
い
る
２

つ
の
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。こ

の
会
議
は
、
委
員
（
研
究
者

な
ど
の
専
門
家
）
、
地
元
自
治
体
、

事
務
局
で
構
成
さ
れ
、
環
境
省
、

北
海
道
及
び
北
海
道
森
林
管
理

局
、
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

《
知
床
半
島
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計

画
》本

計
画
は
、
５
年
を
１
期
と
し

て
計
画
さ
れ
、
現
在
は
第
３
期
計

画
期
間
の
１
年
目
で
す
。
計
画
の

目
的
は
、
エ
ゾ
シ
カ
個
体
群
の
適

切
な
管
理
を
通
じ
て
エ
ゾ
シ
カ

の
高
密
度
状
態
に
よ
っ
て
起
こ

る
遺
産
地
域
の
生
態
系
へ
の
過

度
な
影
響
を
減
ら
す
こ
と
で
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
植
生
保
護
柵
の

管
理
や
植
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
、
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
管
理
の
方
針

原
則
と
し
て
自
然
の
推
移
に

委
ね
ま
す
が
、
希
少
植
物
種
の
消

失
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
の
場

合
に
は
、
捕
獲
等
の
管
理
措
置
を

行
い
ま
す
。

・
実
施
方
法

管
理
措
置
の
結
果
を
適
切
に

評
価
し
た
上
で
計
画
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
「
植
生
」
と
「
エ

ゾ
シ
カ
生
息
密
度
」
を
評
価
項
目

に
設
定
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
評
価
・
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
課
題

こ
れ
ま
で
の
管
理
に
よ
り
、
エ

ゾ
シ
カ
の
個
体
数
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
植
生
の
回
復
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
い
か
に
効

率
よ
く
低
密
度
を
維
持
し
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

《
知
床
半
島
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
》 

本
計
画
も
エ
ゾ
シ
カ
同
様
に

５
年
を
１
期
と
し
て
計
画
さ
れ
、

現
在
は
第
２
期
計
画
期
間
の
１

年
目
で
す
。

計
画
の
目
的
は
、
遺
産
地
域
及
び

隣
接
す
る
地
域
に
お
け
る
住

民
の
生
活
と
観
光
客
の
安
全

を
守
り
つ
つ
、
ヒ
グ
マ
の
生
態

及
び
個
体
群
を
将
来
に
わ
た

っ
て
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヒ
グ
マ
出
没

情
報
の
収
集
と
提
供
、
エ
サ
と

し
て
重
要
な
サ
ケ
科
魚
類
や

ど
ん
ぐ
り
の
調
査
、
国
有
林
利

用
者
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
管
理
の
方
針

ヒ
グ
マ
と
共
存
す
る
た
め

に
は
、
人
間
が
適
切
な
行
動
を

取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
「
人

間
の
問
題
行
動
と
悪
影
響
」
及

び
「
人
間
に
求
め
ら

れ
る
行
動
」
を
明
示

し
て
、
普
及
啓
発
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、

対
象
地
域
を
人
間
の

利
用
状
況
に
よ
り
５

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、

ヒ
グ
マ
出
没
時
の
対

応
等
を
整
理
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
人
間

の

利

用

が

少

な

い

「
ゾ
ー
ン
１
」
は
ヒ
グ
マ
の
行
動

を
優
先
し
ま
す
が
、
市
街
地
な
ど

人
間
の
生
活
圏
で
あ
る
「
ゾ
ー
ン

４
」
は
人
間
の
安
全
を
優
先
し
た

対
応
を
取
り
ま
す
。

・
実
施
方
法

計
画
に
基
づ
く
対
策
を
確
実

に
実
施
す
る
た
め
に
、
年
度
ご
と

に
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
定

め
、
実
施
状
況
等
を
点
検
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

・
課
題

安
易
に
近
づ
か
な
い
等
、
ヒ
グ

マ
に
対
す
る
適
切
な
行
動
を
、
よ

り
多
く
の
人
に
伝
え
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
後
も
計
画
に
基
づ
い
て
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
森
林

生
態
系
の
保
全
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。

第３期知床半島エゾシカ管理計画の計画実行プロセス 
（知床半島エゾシカ管理計画より） 

ゾーニング図 
（知床半島ヒグマ管理計画より） 

7



平
成
30
・
31
年
度
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集

お
知
ら
せ

オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ズ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
地

域
活
性
化
研
修
会
」
の
開
催

平
成
30
年
1

月
19

日
（
金
曜

日
）
、
北
見
市
の
北
見
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
に
お
け
る
未
来
の
森
林

づ
く
り
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

「
地
域
活
性
化
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
管
内
に
所
在

す
る
市
町
村
、
北
海
道
及
び
森
林

管
理
署
の
森
林
総
合
監
理
士
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
）
が
構
成
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
O

F

C
）

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
ま
し

た
。今

回
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に

お
け
る
未
来
の
森
林
づ
く
り
や

林
業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化

策
等
を
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
講

演
会
、
事
例
報
告
、
座
談
会
の
三

部
構
成
の
研
修
会
と
し
た
と
こ

ろ
、
森
林
・
林
業
関
係
者
や
自
治

体
関
係
者
、
一
般
参
加
者
な
ど
道

内
各
地
か
ら
約
2

0

0
名
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会
場
で
は
、
地
方
創
成
の
取
組
、

北
海
道
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の

課
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
講

演
や
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
質
問
が

沢
山
寄
せ
ら
れ
、
関
係
者
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
関
係
者
等

と
連
携
す
る
中
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

地
域
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化
に

向
け
て
O

F

C

会
員
一
同
さ
ら

な
る
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
国
民
の
皆
様
に
国
有
林

の
役
割
や
現
状
等
を
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
国
民
の
幅

広
い
意
見
を
把
握
し
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
役
立
て
る
た
め
、

平
成
30

・
31

年
度
の
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

・
募
集
人
員

48

名

・
依
頼
期
間

平
成
30
年
４
月

～
平
成
32
年
３
月

・
依
頼
内
容

国
有
林
野
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
会

議
・
現
地
見
学
会
へ
の
出
席

・
応
募
資
格

北
海
道
に
お
住
ま

い
で
、
国
有
林
に
関
心
の
あ
る

満
20
歳
以
上
の
方

・
募
集
期
限

平
成
30
年
２
月

23
日
（
金
曜
日
）
必
着

・
応
募
方
法

詳
し
く
は
北
海
道

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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平
成
29
年
度
「
森
づ
く
り
活

動
発
表
会
」
の
開
催

石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
団
体
と
の
協

同
に
よ
る
森
づ
く
り
や
技
術
支
援

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
地
域
で
N

P

O

団
体
等
や
小
・
中
学
校
で
、
独
自

の
森
づ
く
り
等
の
活
動
・
観
察
を

実
施
し
て
お
り
、
今
回
、
こ
れ
ら

の
団
体
等
が
実
施
し
て
い
る
活
動

内
容
を
発
表
し
な
が
ら
、
参
加
者

の
み
な
さ
ま
と
森
づ
く
り
等
に
関

す
る
知
識
や
技
術
の
情
報
交
換
を

し
て
い
た
だ
く
「
森
づ
く
り
活
動

発
表
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
日
時

2
月
22
日
（
木
曜
日
）

13
時
30
分
～

15
時
30
分

・
場
所

札
幌
市
立
定
山
渓
中
学

校
体
育
館

札
幌
市
南
区
定
山
渓
温
泉
西
1

番
31
号

※
無
料
送
迎
バ
ス
を
大
通
り
西
一

丁
目
か
ら
運
行
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
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平
成

年
度

地
域
管
理
経

営
計
画
等
の
計
画
（
案
）
の
公

告
・
縦
覧
に
つ
い
て

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
森

林
計
画
区
に
お
け
る
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
定
め
る
「
地
域
管
理
経
営

計
画
」
及
び
「
国
有
林
野
施
業
実

施
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
森
林
計
画
区
の
「
地
域
管
理

経
営
計
画
」
及
び
「
国
有
林
野
施

業
実
施
計
画
」
の
変
更
を
行
う
た

め
、
両
計
画
案
の
公
告
・
縦
覧
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局
H

P
を
ご
覧
下
さ
い
。

地
域
か
ら
の
情
報

り 
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